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○昭和３８年からの３年連続の豪雨

○熊本県知事、熊本県議会から国に「川辺川に防災ダム建設を求める意見
書」を提出

川辺川ダムの歴史①

【昭和40年7月】
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○昭和４１年、国が「川辺川ダム計画」を発表
○計画発表後、五木村議会が「川辺川ダム建設反対」を決議

川辺川ダムの歴史②

3参照：五木村制施行村誌130周年
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○平成２年１２月までに全ての水没者団体との補償基準が妥結

○平成８年１０月、五木村及び相良村と、熊本県、九州地方建設局が「川辺
川ダム本体工事着工に伴う協定書」を締結

川辺川ダムの歴史③

参照：五木村制施行村誌130周年
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参照：川辺川ダムと五木村

地権者協議会と建設省とのダム補償基準調印式（平成2年12月15日
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○平成２０年、熊本県知事が「現行の川辺川ダム建設計画を白紙撤回し、
ダムによらない治水対策を極限まで追求すべき」と表明

○平成２１年、国土交通大臣が「川辺川ダム本体工事の中止」を表明
○平成２３年、熊本県知事が「県営五木ダム建設の事業中止」を正式表明

川辺川ダムの歴史④

渓流ヴィラITSUKI

五木源パーク

5参照：五木村制施行村誌130周年平成20年9月11日人吉新聞
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○令和２年７月豪雨

○令和２年７月球磨川豪雨検証委員会を経て、令和２年１１月、熊本県知事
が「命と環境を守る「緑の流域治水」を進め、その一つとして新たに流水型
ダムを国に求める」ことを表明

川辺川ダムの歴史⑤

八代市坂本地区 人吉市中神地区

人吉市街地 人吉市街地

流域の浸水状況【令和2年7月】 6令和2年11月20日人吉新聞
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▲

山間狭窄部

川辺川合流点

球磨盆地の出口

山間狭窄部の出口

人吉市街地

▲

低平地

水衝部

（山間狭窄部の入口）

流水型ダム

球磨川流域の特徴

球磨川

川辺川

○流域の地形は、下流部の「河口部」「平野部」、中流部の「山間狭窄部」、上流部の「盆地部」、「源流部(山地)」に大別。
○人吉盆地で支川川辺川が合流。盆地部の末端において川幅が絞られ、その後、山間狭窄部を流下。
○山間狭窄部を抜けると扇状地が広がり、扇頂付近で流路が北から西へ変化し、河口に至る。
○多くの急流支川が人吉・球磨盆地に流入しており、山地部に降った雨がすり鉢状の盆地に集まる地形となっているため、繰り
返し洪水被害が発生。

【流域面積】

球磨川流域 ：約1,880km2

内、川辺川流域 ：約533km2

（約28%）

内、流水型ダム流域：約470km2

（約25%）

川辺川合流点～球磨川（人吉市街地を下流から望む）
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（貯留効果が大）（貯留効果が小）

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。

球磨川水系流域治水プロジェクト【とりまとめ】
～流域のあらゆる関係者が協働し、まちづくりと連携した治水対策の推進～

【設置後】

二線堤の事例（八代市）

球磨川橋梁
（肥薩おれんじ鉄道）

球磨川大橋

二線堤の保全 高台への居住誘導（集団移転）

R2.7豪雨の課題を受けたタイムラインの改善庁舎等の浸水対策の実施

水田の貯留機能向上

（関係者：国、熊本県、電源開発（株）、九州電力（株）、あさぎり町 等）

掘削土の活用による復旧復興の基盤整備への支援等

治山ダム山腹工

流木捕捉式治山ダム

森林の整備・保全 治山施設の整備

〇令和２年７月豪雨では、戦後最大の洪水により甚大な被害が発生したことや人吉・球磨盆地が急峻な山々に囲まれたすり鉢状
の地形となっており、複数の急流支川が流れ込み、さらに盆地の下流側が山間狭窄部となり、豪雨時には水位が上昇しやすいと
いう流域の特徴を踏まえ、国、県、市町村等が連携し、河道掘削、堤防整備（堤防補強）、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地等の取
り組みを集中的に実施することにより、令和２年７月洪水と同規模の洪水に対して、越水による氾濫防止※（人吉市の区間等）、
家屋の浸水防止※（中流部）など、流域における浸水被害の軽減を図る。

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・排水門等の整備や排水機場等の耐水化
・避難行動、水防活動に資する基盤等の整備
・避難を判断するための情報伝達
・水害リスクの周知
・平時からの住民等の防災意識醸成
・防災活動の着実な実施・連携体制の構築
・地域と連携した排水活動及び訓練、施設運用 等
※今後関係機関と連携し対策検討

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、引堤、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地 堤防補強 等
・流水型ダム、市房ダム再開発※調査・検討に令和３年度から本格着手

・砂防関係施設の整備
・下水道等の排水施設の整備
・雨水貯留、雨水浸透施設整備
・水田の貯留機能向上
・ため池の補強、有効活用
・農業水利施設の整備
・森林の整備・保全、治山施設の整備

・利水ダム等６ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 等

※従来から検討してきた貯留型ダム並びに再開発後の市房ダムによる洪水調節の効果を含む

■被害対象を減少させるための対策
・まちづくりと連携した高台への居住誘導
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）・移転促進
・不動産取引時の水害リスク情報提供
・二線堤、自然堤防の保全 等
※今後関係機関と連携し対策検討
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貯留型ダム
（平常時）

貯留型ダムと流水型ダムの違い

鶴⽥ダム（⿅児島県） 9
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貯留型ダムと流水型ダムの違い

洪⽔時には、ダムに⽔を貯め、下流へ流
れる量を減少させる。

洪 ⽔ 時

平常時は、ダムに
⽔は貯留されない。

放流設備を現在
の河川とほぼ同じ
⾼さに設置。

平常時は、ダムより上流から流⼊する⽔は、
そのまま下流に流れる。

平 常 時

益⽥川ダム（島根県）
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流⽔型ダム
（平常時）
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他の流水型ダムの状況（動物（連続性）への影響）

益⽥川ダムの事例

図 アユの調査結果（供用後）
出典：島根県ホームページ「益田川ダムQ＆A Q1」

○ダム供用前後にダムの上下流で魚類調査が実施され、上下流のいずれにおいても、アユの個
体とはみ跡が確認されていること等から、上下流の連続性が確保できていると判断されている。
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流水型ダム（益田川ダム）の利活用について

グラウンドゴルフ場

全景

○益田川支川の波田川沿いに位置するファミリーゾーン（ゴルフ場）は、平成10年度から整備
工事に着手。国内唯一のオーケーゴルフ公認コース６ホールの他、グラウンドゴルフ１６ホ
ール、ターゲットバードゴルフ場９ホールが整備され、平成14年4月に開場している。

ファミリーゾーン（ゴルフ場）平面図
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※これまでの球磨川水系学識者懇談会でお示ししたダム高は107.5ｍ（川辺川ダム建設事業基本計画と同じダム高）

R3.4現在

国土交通省所管流水型ダム一覧
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○事業中も含め、全国に１４の流水型ダムが存在。
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○川辺川の流水型ダムについては、治水計画上の必要な洪水調節機能を確保するとともに、こ
れまでの付替道路等の各種の生活再建の状況、ダム本体関連工事である転流工の完成など
の現地の状況を踏まえ、ダムの位置・高さ・湛水範囲は従来の貯留型ダムと同じとし、ダム型式
は重力式コンクリートダムに変更して以下の諸元となる。

川辺川の流水型ダムの位置・諸元 令和４年２月１７日開催「第３回球磨川
水系学識者懇談会」資料４より抜粋
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○流水型ダムとして整備

○ダムの位置：

・従来の貯留型ダムと同じ

左岸：相良村大字四浦字藤田

右岸：相良村大字四浦字堂迫

○ダムの諸元：

・重力式コンクリートダム

（従来はアーチ式コンクリートダム）

・ダム高 107.5m   （従来と同様）

・堤頂長 約300m
・湛水面積 3.91km2（従来と同様）

・総貯水容量 約13,000万m3

図 流水型ダムの貯水地平面図

注）ダムの諸元については検討の進捗により変わる可能性があります。
流水型ダム
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川辺川における貯留型ダム（従来）、流水型ダムの比較

EL282.5m

ダ
ム

高
1
0
7
.5

m

＜流水型ダム 概要イメージ図＞

EL280.0m

洪水調節容量

 約119,000千m³

計画堆砂量 約 1,000千m³
貯水地内盛土等 約10,000千m³
（生活再建対策盛土、斜面安定対策盛土）

総貯水容量

約130,000千m³

注）上記諸元については検討の進捗により変わる可能性があり、

「計画堆砂量・貯水地内盛土等」は現時点で必要と見込まれる量です。

EL282.5m

ダ
ム

高
1
0
7
.5

m

EL280.0m

洪水調節容量

 約84,000千m³

総貯水容量

約133,000千m³

＜貯留型ダム 概要イメージ図＞

計画堆砂量
約27,000千m³

利水容量
約22,000千m³
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◆流水型ダム完成までのロードマップ

2022年度
(R4年度)

2035年度
(R17年度)

事
業
完
了

◆地域振興・生活再建に関する協議及び実現に向けた連携

ダム本体コンクリート
打設工事等

ダム本体基礎掘削工事

約4年

約5年

ダム本体の調査・設計・模型実験など

関係者との協議・補償など

環境調査・影響検討

協議が整ったものから速やかに着手

2027年度
(R9年度)

※上記の流水型ダム完成までのロードマップは、今後の関係者との調整等により変更の可能性がある。

○流水型ダムの工期については、他ダムの事例等を参考に、調査・設計や関係者との調整に5年、ダ
ム本体関連工事9年（基礎掘削4年、本体打設5年）と想定し、令和17年に事業完了と設定している。

○なお、以下のロードマップは概略検討に基づいて設定しており、今後も工期短縮に努める。

流水型ダムのロードマップについて
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令和４年３月２８日開催「第４回球磨川
水系学識者懇談会」資料１より抜粋
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湛⽔範囲上流端（五⽊⼩川）

湛⽔範囲上流端（川辺川）

流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：1年に1回以上】（全景）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（１年に１回以上）＞

流⽔型ダム（予定地）

椎茸⽣産団地（敷⾼：約230m）

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

九折瀬洞

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した場合の貯水位を表示したものである。
※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。

表⽰している湛⽔頻度
１年に１回以上
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湛⽔範囲上流端（五⽊⼩川）

湛⽔範囲上流端（川辺川）

流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：2年に1回以上】（全景）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（２年に１回以上）＞

流⽔型ダム（予定地）

椎茸⽣産団地（敷⾼：約230m）

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

九折瀬洞

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した場合の貯水位を表示したものである。
※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。

表⽰している湛⽔頻度
２年に１回以上
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湛⽔範囲上流端（五⽊⼩川）

湛⽔範囲上流端（川辺川）

流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：5年に1回以上】（全景）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（５年に１回以上）＞

流⽔型ダム（予定地）

椎茸⽣産団地（敷⾼：約230m）

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

九折瀬洞

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した場合の貯水位を表示したものである。
※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。

表⽰している湛⽔頻度
５年に１回以上
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湛⽔範囲上流端（五⽊⼩川）

湛⽔範囲上流端（川辺川）

流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：10年に1回以上】（全景）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（１０年に１回以上）＞

流⽔型ダム（予定地）

椎茸⽣産団地（敷⾼：約230m）

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

九折瀬洞

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した場合の貯水位を表示したものである。
※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。

表⽰している湛⽔頻度
１０年に１回以上
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湛⽔範囲上流端（五⽊⼩川）

湛⽔範囲上流端（川辺川）

流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：15年に1回以上】（全景）

流⽔型ダム（予定地）

椎茸⽣産団地（敷⾼：約230m）

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

九折瀬洞

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（１５年に１回以上）＞

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した場合の貯水位を表示したものである。
※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。

表⽰している湛⽔頻度
１５年に１回以上

21

令和４年４月10日（日）

五木村の河川整備に関する説明会資料



流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：1年に1回以上】（頭地地区付近）

湛⽔範囲外

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（１年に１回以上）＞

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

表⽰している湛⽔頻度
１年に１回以上

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した
場合の貯水位を表示したものである。

※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を

決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。
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流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：2年に1回以上】（頭地地区付近）

湛⽔範囲外

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（２年に１回以上）＞

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

表⽰している湛⽔頻度
２年に１回以上

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した
場合の貯水位を表示したものである。

※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を

決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。
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流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：5年に1回以上】（頭地地区付近）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（５年に１回以上）＞

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

表⽰している湛⽔頻度
５年に１回以上

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した
場合の貯水位を表示したものである。

※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を

決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。
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流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：10年に1回以上】（頭地地区付近）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（１０年に１回以上）＞

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

表⽰している湛⽔頻度
１０年に１回以上

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した
場合の貯水位を表示したものである。

※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を

決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。
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流⽔型ダムで洪⽔調節した場合の202洪⽔実績による湛⽔範囲【湛⽔頻度：15年に1回以上】（頭地地区付近）

過去の洪水時に流水型ダムがあったと仮定した場合のシミュレーション結果
＜頻度別の最大水位（１５年に１回以上）＞

五⽊源パーク（敷⾼：約260m）

渓流ヴィラITSUKI（敷⾼：約255m）

表⽰している湛⽔頻度
１５年に１回以上

※過去の実績洪水（S28以降、R2までの68年間、202洪水を対象）を、流水型ダムで洪水調節した
場合の貯水位を表示したものである。

※本資料は、令和4年3月時点の計算結果であり、今後の検討の進捗により変わる可能性がある。
※なお、流水型ダムの必要容量は、地球温暖化による気候変動を加味して必要となる貯水容量を

決定しているため、本シミュレーションよりも大きい容量が必要となる。
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流水型ダム環境保全対策検討委員会

大田 眞也 日本鳥学会 会員、日本野鳥の会 会員 【鳥類、猛禽類】

鬼倉 徳雄 九州大学大学院農学研究院 教授 【魚類】

萱場 祐一 名古屋工業大学 教授 【河川工学】

○楠田 哲也 九州大学 名誉教授 【水環境】

坂田 拓司 私立文徳高等学校 非常勤講師 【哺乳類】

坂本 真理子
日本爬虫両棲類学会 会員、
九州両生爬虫類研究会 事務局長 【両生類、爬虫類】

佐藤 千芳 （有）熊本植物研究所 代表 【植物】

寺﨑 昭典 （同）フィールドリサーチ 代表 【陸上昆虫類】

藤田 光一 中央大学研究開発機構 客員教授 【河川工学】

村田 浩平 東海大学農学部 教授 【底生動物、クモ類、洞窟性動物】

第３回委員会開催状況（R4.3.9）

令和３年６月１６日 第１回

• ｢新たな流水型ダム｣における環境保全の
取り組みについて、環境影響評価手続き
の進め方、過去の環境調査および環境検
討の実施状況、今後の環境調査の実施計
画について説明を行い委員から意見を頂
いた。

令和３年１２月１３日 第２回

• 「第１回委員会後の動き」及び「環境配慮
レポート（案）」について説明を行い、委員
から意見を頂いた。

令和４年３月９日 第３回

• 「環境配慮レポート（案）の修正」について
説明を行って内容を確認いただき、修正に
関する意見もなく、公表に向けて手続きを
進めることの了承を得た。

• 「今後の環境影響検討」について説明を行
い、委員から意見をいただいた。

第２回委員会開催状況（R3.12.14）

○川辺川の流水型ダムにおいて、計画上必要となる治水機能の確保と環境への影響の最小化の両立を目指
すにあたって、環境影響評価法に基づくものと同等の環境影響評価の手続きの中で、専門家から助言を
いただくため、「流水型ダム環境保全対策検討委員会」を設置している。
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○第２回、第３回の委員会での議論を経て「川辺川の流水型ダムに関する環境配慮レポート」
をとりまとめ、３月２５日に公表を行っており、球磨川流域自治体の役場等で縦覧をおこな
っている。

縦覧会場の例
（五木村役場内）

「川辺川の流水型ダムに関する環境
配慮レポート（令和４年３月）」の冊子

川辺川の流水型ダムの環境への配慮
（環境配慮レポートの公表）
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①大気・振動・騒音、水環境

令和４年度実施の環境調査について

高水時採水

騒音・振動調査 道路交通量調査

高水時採水 29
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②動物関係

令和４年度実施の環境調査について

魚類調査（投網）

鳥類・猛禽類調査（定点観察法） 陸上昆虫類調査（スウィーピング）

底生動物調査（サーバネット）

哺乳類調査（かご罠）

陸産貝類調査（任意採集）
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③植物関係

令和４年度実施の環境調査について

付着藻類調査（はぎ取り）

植物相調査（目視確認）

蘚苔類（コケ）調査

植物相調査（双眼鏡による確認） 植物相調査（ドローンによる確認）

付着藻類調査(水深・流速計測)
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